
大学の世界展開力強化事業（ＡＩＭＳプログラム） 構想概要
上智大学

【構想の名称】（選定年度25年度・ＡＩＭＳプログラム）
多様性の調和を目指す学融合型の人間開発教育プログラム

【プログラムの目的・養成する人材像】
国際連携に基づく新たな国際高等教育モデルの構築を目指し、ASEANと日本の学生が共に学び合う協働教育のプラット

フォームを提供することで、アジアに立脚し域内外の地球規模の課題に対応できる人材を育成する。

【構想の概要】
ASEANと日本の学生が協働し、既存の人文・社会および自然科学の枠組みを超えて「人間開発」に取組む学融合型プロ

グラム。「ヒューマン・エコロジー：社会と自然の多様性と連結性」を中心テーマとし、学生は多様な科目群から学修計画に基
づいて科目を履修すると同時に、受入・派遣学生は共通科目「学融合型人間開発（TDHD*）入門」及び「実地研修型ゼミナー
ル」を履修する。

■ 外国人学生の受入・日本人学生派遣のための環境整備
【受入・派遣共通】

【受入】

【派遣】

注）申請時の計画

【Registrar （履修アドバイザー）】 ASEAN交流オフィスの教員が受入・派遣学生の履修アドバイスなど学修支援を行う。
【プログラム開発協議会】 毎年、教員を連携大学に派遣し、双方のプログラムの質向上のため協議・情報共有を行う。

■ 交流プログラムの質の保証

上智大学
祖師谷国際交流会館

■ 交流プログラムにおける学生のモビリティ

■ 交流プログラムの内容 【Sophia AIMS Program (SAIMS)】
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（受入学生）選択科目群から
12～14単位程度を履修 受入・派遣学生共通
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（派遣学生）Registrarの指導のもと
連携大学での学修計画書を作成

Summer Session
in Asian Studies

（3-6単位）

ボランティア
ワークキャンプ，
地域交流 など

希望により選択参加
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◆ インドネシア
ボゴール農科大学
ガジャマダ大学

◆タイ
チュラロンコーン大学

マヒドン大学

◆フィリピン
アテネオ・デ・マニラ大学
デ・ラ・サール大学

派遣
25～40人

*TDHD= “Trans-Disciplinary Human Development”

〔提供学問分野〕
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上智大学

◆必修科目「TDHD入門」

◆選択科目群
【工学】 基礎環境科学、応用環境工学 など

【言語・文化】
Culture & Society, Global Affairs,

Environmental Studies など

夏期休暇中 （8月）

ASEAN連携大学

ｻｰﾋﾞｽ・ﾗｰﾆﾝｸﾞ等体験学習

▼受入・派遣学生の相互交流を促進するプログラム構成（春学期受入・秋学期派遣の例）

▼国際協働教育のプラットフォーム

・ ASEAN交流オフィスの設置
・ 受入学生、派遣学生が共に学べるプログラム構成

・ 英語対応可能な常勤カウンセラーによる相談体制
・ 国際学生寮（上智大学祖師谷国際交流会館）での日本人学生

および地域住民との交流機会の提供

・ ASEANフェア等によるASEAN留学へのプロモーション
・ 帰国後のフォローアップ研修による成果のアセスメント

世界各国からの留学生が集う

H25 H26 Ｈ27 Ｈ28 H29

Ｍ Ｉ Ｔ Ｖ Ｐ Ｂ Ｍ Ｉ Ｔ Ｖ Ｐ Ｂ Ｍ Ｉ Ｔ Ｖ Ｐ Ｂ Ｍ Ｉ Ｔ Ｖ Ｐ Ｂ Ｍ Ｉ Ｔ Ｖ Ｐ Ｂ

学生の派遣 － － － － － － － 10 8 － 7 － － 10 9 － 11 － － 12 11 － 12 － － 14 13 － 13 －

学生の受入 － 25 25 25 25

Ｍ：マレーシア Ｉ：インドネシア Ｔ：タイ
Ｖ：ベトナム Ｐ：フィリピン Ｂ：ブルネイ


